
平成１５年度再評価対象事業一覧表（河川課）
番号 事　業　名 路線名・河川名等 市町村名 　　 基　本　諸　元 事業採択 経過 対応

  全体事業費 C(百万円) 年度 年数 区分 　　　　　　事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等            方針

1 広域基幹河川改修事業 飯尾川 徳島市 L=24,100m Ｓ３４ 45 ⑤ 事業費 71% 継続
石井町 河道拡幅 用地 81%
鴨島町 C=23,490百万円

2 広域基幹河川改修事業 園瀬川 徳島市 L=7,515m Ｓ２１ 58 ⑤ 事業費 75% 継続
築堤 用地 81%
C=16,500百万円

3 広域基幹河川改修事業 多々羅川 徳島市 L=4,560m Ｓ５４ 25 ⑤ 事業費 59% 継続
河道拡幅 用地 69%
C=7,000百万円

4 広域基幹河川改修事業 桑野川 阿南市 L=9,750m Ｓ３１ 48 ⑤ 事業費 89% 継続
河道拡幅 用地 95%
C=14,000百万円

5 広域基幹河川改修事業 那賀川 鷲敷町 L=2,300m Ｓ４８ 31 ⑤ 事業費 44% 継続
築堤 用地 70%
C=3,347百万円

6 広域基幹河川改修事業 撫養川 鳴門市 L=7,100m Ｈ１ 15 ⑤ 事業費 81% 継続
河道拡幅 用地 74%
C=12,300百万円

7 広域基幹河川改修事業 勝浦川 徳島市 L=8,200m Ｓ１１ 68 ⑤ 事業費 86% 継続
小松島市 築堤 用地 97%

C=5,200百万円

8 広域基幹河川改修事業 田野川 小松島市 L=4,480m Ｓ５２ 27 ⑤ 事業費 96% 継続
河道拡幅 用地 98%
C=6,800百万円

9 広域基幹河川改修事業 政所谷川 小松島市 L=1,070m Ｈ４ 12 ② 事業費 11% 継続
築堤 用地 20%
C=700百万円

10 広域基幹河川改修事業 立江川 小松島市 L=2,439m Ｓ６３ 16 ⑤ 事業費 88% 継続
河道拡幅 用地 82%
C=2,850百万円

評価対象事項の①～⑤の区分
　　① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
　　② 事業採択後一定期間(１０年間)を経過した時点で継続中の事業箇所
　　③ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
　　④ その他、社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　⑤ 再評価後５年間を経過した事業（下水道は１０年）

　これまで下流から約1.7kmの整備が概成しており、特に景観に配慮し
た護岸整備については、地元の評価が高い。今後、上流未改修区間の浸
水被害軽減のため、整備促進を図る。
　平成２０年度の完成を目指している。

　全体計画延長約4.5kmのうち約3.9kmが完成している。河川改修により
流域の浸水被害が軽減しており、事業完成に向けて地元からの要望も強
い。
　平成１８年度の完成を目指している。

事業費進捗率
うち用地進捗率

　徳島市の市街化区域を含む当河川の流域においては、度々浸水被害に
みまわれており、被害軽減のため早期改修が望まれている。また、流域
内では徳島南環状道路の整備が進められており、流域の浸水に対する安
全度向上のため整備促進を図る。
　平成２５年度の完成を目指している。

　合流先である田野川の河川改修が進んでおり、流域内の浸水被害を軽
減するため、河積狭小である当河川を早期に改修する必要がある。改修
については、地元からの強い要望がある。
　平成２０年度の完成を目指している。

　当河川の流域には、徳島市、石井町、鴨島町の市街化区域を含んでお
り、洪水による被害は甚大なものとなる。これまでに、２箇所の放水路
を含む約15kmの整備が概成しており、一定の被害軽減効果が発現されて
いる。しかし、全体計画延長が長く、相当の未改修区間が残っているこ
とから、早期改修に対する地元からの要望が強い。
　平成３５年度の完成を目指している。

　全体計画延長8.2kmのうち約8kmが概成しており、流域の浸水被害軽減
が図られている。残工事としては、主に河積を阻害している堰の改築の
みとなっており、早期事業完成に向けて、地元からの要望も強い。
　平成２０年度の完成を目指している。

　下流から約3.2kmが完成しており、浸水被害の軽減が図られている。
しかし、上流域においては、以前として浸水被害が発生している状況で
あり、改修を進める必要がある。
　平成２５年度の完成を目指している。

　平成１１年の洪水を契機として改修が促進され、全体計画延長約
9.8kmの護岸整備が概成している。主な残工事としては、河床掘削が
残っており、下流直轄管理区間の流下能力向上にあわせて実施する。早
期事業完成について、地元から強い要望がある。
　平成２０年度の完成を目指している。
　現在までに河床掘削、左岸護岸が完成し、河川の流下能力は向上して
いる。しかし、残工事として、中山川、北地川の支川処理が残ってお
り、洪水氾濫から流域を守るため、工事を完成させる必要がある。
　平成２３年度の完成を目指している。

　全体計画延長7.1kmのうち撫養川工区3km、新池川工区1.9kmが概成し
ている。残る新池川工区においては、洪水の流れを阻害している橋梁を
早期に改築する必要があり、用地取得に対する地元の協力も得られてい
る。
　平成２３年度の完成を目指している。



別添様式 平成１５年度再評価対象事業一覧表（河川課）
番号 事　業　名 路線名・河川名等 市町村名 　　 基　本　諸　元 事業採択 経過 対応

  全体事業費 C(百万円) 年度 年数 区分 　　　　　　事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等            方針
流域内で都市化が進展している。（国道192号沿いの商業化の進展）

11 統合一級河川整備事業 ほたる川 山川町 L=3,280m Ｓ４９ 30 ⑤ 事業費 62% 約1,800mが完了し下流部の浸水被害が減少している。 継続
河道拡幅 用地 87% 未改修区間の河道が狭く浸水被害が多発している。
C=4,010百万円 平成25年度の完成を目指している。

改修の進展に伴い宅地化が進展している。
12 統合一級河川整備事業 川田川 山川町 L=2,460m Ｈ１ 15 ⑤ 事業費 83% 約1,800mが完了し中流部住宅地の浸水被害の低減が図れた。 継続

河道拡幅 用地 25% 護岸が脆弱で危険なため、早急な改修が必要である。
C=1,392百万円 平成20年度の完成を目指している。

流域内で都市化が進展している。（工業団地の建設、下水道事業関連）
13 統合一級河川整備事業 江川 鴨島町 L=4,100m Ｓ５１ 28 ⑤ 事業費 85% 暫定掘削により約3,700mが完了し浸水被害が減少している。 継続

河道拡幅 用地 67% 喜来地区において河道が狭く流下阻害となっている。
C=3,366百万円 平成19年度の完成を目指している。

流域内で都市化が進展している。（徳島市、鳴門市のﾍﾞｯﾄﾞﾀｳﾝ化)
14 統合一級河川整備事業 前川 藍住町 L=1,474m Ｓ５６ 23 ⑤ 事業費 93% 約1,100mが完了し住宅地の浸水被害の低減が図れた。 継続

河道拡幅 用地 99% 上流部において河道が狭く浸水被害が多発している。
C=2,496百万円 平成19年度の完成を目指している。

上流部において宅地化が進展している。
15 統合一級河川整備事業 岡川 阿南市 L=3,400m Ｓ４６ 33 ② 事業費 16% 河川認定地の問題や地籍の混乱で用地取得に日時を要している。 継続

築堤 用地 25% 河道が狭く、浸水被害が多発している。
C=2,360百万円 平成35年度の完成を目指している。

直轄による床上浸水対策緊急事業が進行中である。
16 統合一級河川整備事業 大津田川 阿南市 L=1,350m Ｓ４５ 34 ② 事業費 47% 用地交渉が難航しており、上流へ事業進捗が図れない状態にある。 継続

河道拡幅 用地 86% 河道が狭く、浸水被害が多発している。
C=1,000百万円 平成20年度の完成を目指している。

近年の水害に伴い地元の事業評価が高い。
17 統合二級河川整備事業 宍喰川 宍喰町 L=3,560m Ｓ３７ 42 ⑤ 事業費 54% 約2,600mが完了し下流住宅地の浸水被害の低減が図れた。 継続

築堤 用地 57% 馳馬地区において浸水被害が多発している。
C=2,153百万円 平成25年度の完成を目指している。

福井ﾀﾞﾑが平成７年に完了している。
18 統合二級河川整備事業 福井川 阿南市 L=6,500m Ｓ５６ 23 ⑤ 事業費 70% 継続

築堤 用地 52%
C=4,950百万円 平成25年度の完成を目指している。

近年の水害に伴い地元の事業評価が高い。
19 統合二級河川整備事業 奥潟川 日和佐町 L=1,900m Ｓ４４ 35 ⑤ 事業費 82% 千羽口橋下流までの約1,700mが完了し下流住宅地の浸水被害の低減が図れた。 継続

築堤 用地 87% 千羽口橋付近において浸水被害が発生している。
C=1,848百万円 平成19年度の完成を目指している。

評価対象事項の①～⑤の区分
　　① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
　　② 事業採択後一定期間(１０年間)を経過した時点で継続中の事業箇所
　　③ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
　　④ その他、社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　⑤ 再評価後５年間を経過した事業（下水道は１０年）

事業費進捗率
うち用地進捗率

左岸側大西地区において内水被害、右岸側椿地地区においては越流氾濫が多発
し、早急に改修を進める必要がある。



別添様式 平成１５年度再評価対象事業一覧表（河川課）
番号 事　業　名 路線名・河川名等 市町村名 　　 基　本　諸　元 事業採択 経過 事業費進捗率 対応

  全体事業費 C(百万円) 年度 年数 区分 うち用地進捗率 　　　　　　事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等            方針
排水機場15m3/s

20 紀伊水道高潮対策 多々羅川 徳島市 水門２連 S50 29 ⑤ 事業 74% 継続
用地 －

C=3,160百万円
排水機場16m3/s

21 紀伊水道高潮対策 冷田川 徳島市 水門２連 S49 30 ⑤ 事業 95% 継続
用地 －

C=約2,950百万円
L=6.6km

22 海岸侵食対策 今津坂野海岸 小松島市 大規模突堤21基 S36 43 ⑤ 事業 60% 継続
那賀川町 緩傾斜堤防L=1,248m 用地 －

C=約11,000百万円
L=3.6km

23 海岸侵食対策 鳴門海岸 鳴門市 人工リーフ7基 S47 32 ⑤ 事業 82% 継続
離岸堤1,029m 用地 －
C=3,520百万円

評価対象事項の①～⑤の区分
　　① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
　　② 事業採択後一定期間(１０年間)を経過した時点で継続中の事業箇所
　　③ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
　　④ その他、社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　⑤ 再評価後５年間を経過した事業（下水道は１０年）

海岸背後地域の都市化が進行。（国道55号BPの供用に伴う開発）
大規模突堤と消波ブロックにより越波の危険性が低減され、海岸侵食
の進行が抑えられている。
平成26年度完成を目指している。

海岸線沿いにリゾート開発が進行している。
離岸堤と人工リーフ施工箇所で越波の危険性が低減され、海岸侵食が
止まり砂浜は復元しつつある。
平成20年度完成を目指している。

流域のほとんどが市街化区域であり徳島市の中心部にも近く宅地化が
進行。排水機場の完成で内水被害は軽減されつつあるが、現水門が流
下能力不足であるため水門改築への要望が強い。
平成18年度完成を目指している。

流域のほとんどが市街化区域であり徳島市の中心部にも近く宅地化が
進行。排水機場の完成で内水被害は軽減されつつあるが、現水門が流
下能力不足であるため水門改築への要望が強い。
平成17年度完成を目指している。



別添様式 平成１５年度再評価対象事業一覧表（道路建設課）
番号 事　業　名 路線名・河川名等 市町村名 　　 基　本　諸　元 事業採択 経過 事業費進捗率 対応

  全体事業費 C(百万円) 年度 年数 区分 うち用地進捗率 　　　　　　事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等            方針

24 道路改築事業 一般国道１９５号 上那賀町 L=2,200m、W=6.0(8.0)m Ｈ６ 10 ② 事業費 74% 継続
(出合大戸バイパス) 用地 71%

C=6,650百万円

25 道路改築事業 一般国道３１９号 山城町 L=4,470m、W=6.0(11.0)m S58 21 ⑤ 事業費 88% 継続
（山城拡幅） 用地 100%

C=10,300百万円

26 道路改築事業 一般国道４３８号 徳島市～ L=5,500m S63 16 ⑤ 事業費 46% 継続
（上八万バイパス） 　佐那河内村 W=6.5(11.0～18.0)m 用地 63%

C=8,500百万円

27 道路改築事業 一般国道４３８号 木屋平村 L=4,400m、W=6.0(10.0)m S60 19 ⑤ 事業費 84% 継続
（森遠拡幅） 用地 90%

C=8,100百万円

28 道路改築事業 一般国道４９２号 穴吹町 L=1,300m、W=6.5(15.0)m Ｈ６ 10 ② 事業費 63% 継続
（穴吹バイパス） 用地 82%

C=3,500百万円

29 道路改築事業 (一)宮川内牛島 吉野町～ L=3,160m Ｈ６ 10 ② 事業費 88% 継続
　　　　　停車場線 　　　鴨島町 W=6.5(14.0～20.0)m 用地 88%

C=15,000百万円

評価対象事項の①～⑤の区分
　　① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
　　② 事業採択後一定期間(１０年間)を経過した時点で継続中の事業箇所
　　③ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
　　④ その他、社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　⑤ 再評価後５年間を経過した事業（下水道は１０年）

　穴吹町と木屋平村を連絡する幹線道路であるが、穴吹町中心市街地
を通過する現道は幅員狭小で歩道も未設置のため、地元町村が市町村
合併を促進する観点からもバイパス道路の早期整備を要望している。
平成20年度完成供用を目指す。

　平成15年度末に西条大橋を含む区間L=2,080mを部分供用する予定で
あり、これにより潜水橋の抜水化が図られるが、さらに安全で快適な
通行の確保、南北軸の道路交通網強化を図る必要があり、平成19年度
供用を目指す。

　高知県と連絡する幹線道路であり、震災時の緊急輸送路として、ま
た地域の生命線道路として重要であるが、度重なる山腹崩壊等により
早期整備の要望が強い。平成15年度に第１期工区が部分供用してお
り、残る第２期工区の平成20年度供用を目指す。

　愛媛県と連絡する幹線道路であり、震災時の緊急輸送路として、ま
た地域の唯一の生活道路として整備が重要であり、地元要望も強い。
Ｈ14年度までにL=3,6kmを部分供用をしており、残る国道32号付近の川
口地区の改良工事を促進している。平成18年度全線供用を目指す。

　徳島市と佐那河内村を連絡する幹線道路であるが、大木交差点付近
で慢性的な交通渋滞が発生するなど早期整備の要望が強い。本年度
は、中山地区に続いて花房地区が完成供用する予定であり、また大木
地区においても用地取得に着手するなど確実に整備が進んでいる。平
成25年度完成供用を目指す。

　震災時の緊急輸送路として、また地域の唯一の生活幹線道路として
重要であり、地元の要望も強い。平成16年度には谷口地区の木屋平小
学校までの区間　L=0.5kmを供用する予定であり、残る区間についても
平成21年度完成供用を目指す。



別添様式 平成１５年度再評価対象事業一覧表（都市計画課）
番号 事　業　名 路線名・河川名等 市町村名 　　 基　本　諸　元 事業採択 経過 事業費進捗率 対応

  全体事業費 C(百万円) 年度 年数 区分 うち用地進捗率 　　　　　　事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等            方針

30 街路事業 (都)常三島中島田線 徳島市 Ｌ＝3,773m Ｓ57 21 ⑤ 工事　94.6% 継続
Ｗ＝26.0m 用地　96.1%
Ｃ＝34,580百万円

31 街路事業 (都)元町沖洲線 徳島市 Ｌ＝2,689m Ｓ47 31 ⑤ 工事　86.2% 継続
Ｗ＝22.0､32.0m 用地　92.0%
Ｃ＝26,610百万円

32 街路事業 (都)東吉野町北沖洲線 徳島市 Ｌ＝2,882m Ｓ56 22 ⑤ 工事　81.3% 継続
Ｗ＝21.0m 用地　82.1%
Ｃ＝14,200百万円

Ａ＝152.2ha
33 都市公園事業 日峯大神子広域公園 徳島市～ テニスコート　16面 S50 28 ⑤ 工事　88% 継続

小松島市 展望広場、こども広場 用地　79%
散策路等
Ｃ＝10,300百万円

評価対象事項の①～⑤の区分
　　① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
　　② 事業採択後一定期間(１０年間)を経過した時点で継続中の事業箇所
　　③ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
　　④ その他、社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　⑤ 再評価後５年間を経過した事業（下水道は１０年）

 既に４車線化が完了した沿道地域においては、急速な沿道商業施設の
立地進展が見られるなど、道路整備に伴う経済波及効果が現れてい
る。また、周辺住民や道路利用者からも本路線の整備に対する多くの
賛同意見と早期完成への要望を得ており、平成１５年度に完了期間宣
言をを行い、平成１７年度末の完成供用を目指している。

 マリンピア沖洲の二期事業に加え、徳島東環状線や四国横断自動車道
も事業中であることから、これらの有効活用を図る意味でも本路線の
早期完成が望まれている。また、本路線の周辺地域における土地利用
は、住宅を主体としながら小中学校、高校等の文教施設が集中すると
いった状況であるが、本路線の完成が遅れることで交通の細街路流入
などによる良好な住環境や安全な交通環境を損なうことの無いよう
に、生活幹線道路としての機能からも早期に完成させる必要があり、
平成１５年度に完了期間宣言を行い、平成１８年度末の完成供用を目
指している。

 事業中の(都)元町沖洲線、徳島東環状線や四国横断自動車道等との道
路網形成による円滑なモビリティ確保を図る上で本路線の早期完成が
望まれている。また、本路線の周辺地域では、マリンピア沖洲(流通施
設)並びに宅地化が著しく交通需要が増大し、交通渋滞や生活道路の通
過交通による安全性低下などの問題が生じており、良好な住環境の形
成ならびに物流の効率化のためにも、早期に完成させる必要があるこ
とから、残る用地の促進に努めるとともに工事進捗を図り、平成１９
年度の完成供用を目指している。

　テニスコート、キャンプ場、こども広場、散策路等の64.5haを供用
しており、子供からお年寄りまで多くの方が、スポーツ、バーべ
キュー、遊具を使った遊び、散策等様々な利用をしている。今後は、
主に緑地や景観を保全し、自然を楽しみながら健康を保持し心を癒す
散策路等の充実を図る予定である。完成は平成２３年を目指してい
る。



別添様式 平成１５年度再評価対象事業一覧表（砂防防災課）
番号 事　業　名 路線名・河川名等 市町村名 　　 基　本　諸　元 事業採択 経過 事業費進捗率 対応

  全体事業費 C(百万円) 年度 年数 区分 うち用地進捗率 　　　　　　事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等            方針
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ排水工　L=10,000m

34 地すべり対策事業 京上 東祖谷山村 水路工　L=1,290m Ｈ６ 10 ② 事業 76% 継続
用地 －

C=580百万円
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ排水工　L=14,290m

35 地すべり対策事業 西浦 井川町 水路工　L=1,140m Ｈ６ 10 ② 事業 76% 継続
用地 －

C=606百万円
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ排水工　L=23,500m

36 地すべり対策事業 加茂山 三加茂町 水路工　L=1,350m Ｓ６２ 17 ⑤ 事業 72% 継続
集水井　N=3基 用地 －
C=1,133百万円

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ排水工　L=12,200m
37 地すべり対策事業 有瀬 西祖谷山村 水路工　L=1,750m Ｓ４６ 33 ⑤ 事業 93% 継続

アンカー工　_N=310本 用地 －
C=1,490百万円

評価対象事項の①～⑤の区分
　　① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
　　② 事業採択後一定期間(１０年間)を経過した時点で継続中の事業箇所
　　③ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
　　④ その他、社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　⑤ 再評価後５年間を経過した事業（下水道は１０年）

　当地区は東祖谷山村の中心部に位置し，地区内には村役場やデイ
サービスセンター，国道439号等がある。未整備ブロックでは道路擁壁
等に変状が見られ，地すべり活動が継続しているため，引き続き対策
が必要である。なお完了は平成17年度を予定している。

　当地区は井川町内の国道192号から南へ３kmのところに位置し，保全
対象には井内小学校，井内幼稚園，一般県道大利辻線等がある。地す
べり現象の見られる未整備ブロックが残っており，引き続き対策が必
要である。なお完了は平成19年度を予定している。

　当地区は三加茂町内の国道192号から南へ３kmのところに位置し，保
全対象には絵堂小学校，災害弱者施設の絵堂幼稚園，一級河川加茂谷
川等がある。地すべり現象の見られる未整備ブロックがあることか
ら，引き続き対策が必要である。なお完了は平成20年度を予定してい
る。

　当地区は高知県境の吉野川右岸に位置し，規模の大きな地すべり区
域で，保全対象には有瀬小学校，村道等がる。対策工の施工により地
すべり現象は沈静化しつつあるが，一部に未だ動きが見られる。当地
区は吉野川本川及び支川の境川に接するため治水上の重要度が高く，
引き続き対策が必要である。なお完了は18年度を予定している。



別添様式 平成１５年度再評価対象事業一覧表(港湾課・港湾開発課）
番号 事　業　名 路線名・河川名等 市町村名 　　 基　本　諸　元 事業採択 経過 事業費進捗率 対応

  全体事業費 C(百万円) 年度 年数 区分 うち用地進捗率 　　　　　　事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等            方針
護岸:L=760m

徳島小松島港海岸 小松島市 遊歩道:A=3,330㎡ 工事 36% 継続
38 海岸環境整備事業 （横須金磯地区） 金磯町 植栽:A=460㎡ S63 15 ⑤ 用地 100%

突堤:N=2.0基
C=600百万円
岸壁（-7.5m)1バース130m

39 港湾改修事業 徳島小松島港 小松島市 岸壁（-5.5m)2バース200m 継続
（赤石地区） ふ頭用地Ａ＝5.5ha H5 10 ② 工事 94%

C=8,170百万円

L＝1,410m
40 港湾改修事業 徳島小松島港 徳島市 W＝13.0(27.0)m 工事 57% 継続

（沖洲地区） C=3,690百万円 H5 10 ② 用地 100%

評価対象事項の①～⑤の区分
　　① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
　　② 事業採択後一定期間(１０年間)を経過した時点で継続中の事業箇所
　　③ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
　　④ その他、社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　⑤ 再評価後５年間を経過した事業（下水道は１０年）

　事業着手後、地権者との交渉が難航し、平成11年度までの間、休止
状態にあったが、その交渉が妥結したことで、平成12年度に事業再開
した。平成17年度完了を目指す。

　徳島小松島港「赤石地区」において、係留施設、ふ頭用地、臨港交
通施設を整備し、現在も解消されていない係留施設水深の不足や、ふ
頭用地不足等に起因して発生している非効率な輸送体系を改善し、物
流機能の向上を図る。平成１９年度の供用に向けて、必要な施設の整
備を進めていく。

　マリンピア沖洲と背後市街地の幹線道路（国道１１号）とを結び、
人流や物流の円滑化を図ることにより、マリンピア沖洲の発展に寄与
する。また、マリンピア沖洲立地企業への通勤による周辺市街地の慢
性的な交通混雑の解消に寄与し、更に将来高速道路が供用した際に流
入する交通を円滑に処理するためにも必要である。事業効果を早期発
揮するため、平成２４年度供用を目指している。



別添様式 平成１５年度再評価対象事業一覧表（河川総合調整チーム）
番号 事　業　名 路線名・河川名等 市町村名 　　 基　本　諸　元 事業採択 経過 事業費進捗率 対応

  全体事業費 C(百万円) 年度 年数 区分 うち用地進捗率 　　　　　　事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等            方針
　 　 　 　 L=108m  H=40.0m
41 河川総合開発事業 柴川谷川 山城町 総貯水容量　252千m3 Ｈ４ 12 ⑤ 事業費 32% 継続
（柴川生活貯水池）

Ｃ＝8,000　百万円
　 　 　 　 貯砂ダム　1基砂防堰堤　2基
42 貯水池保全事業 長安口ダム 上那賀町 工事進入路　１式 Ｈ４ 12 ④ 事業費 29% 中止

陸揚場　　1式
Ｃ＝5,000　百万円

評価対象事項の①～⑤の区分
　　① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
　　② 事業採択後一定期間(１０年間)を経過した時点で継続中の事業箇所
　　③ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
　　④ その他、社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　⑤ 再評価後５年間を経過した事業（下水道は１０年）

　本事業は地元山城町、流域住民の理解と協力を得ながら、当流域の
洪水防御と水道用水の確保等を目的に進めています。特に水道用水に
おいては、不安定な渓流取水に頼らざるえない状況にあり、流域住民
は生活貯水池の早期完成により、水道用水がより安定的に供給される
ことを待ち望んでいます。平成２０年度の完成を目指している。

　荒谷の自然環境を保全する観点から同事業について多様な意見があ
り、県は工事を中断し、調査や環境保全策の検討を行ってきたが、今
後流域の合意形成を図ることは難しい状況である。



再評価実施事業一覧表（農業農村整備事業・県事業）

基本諸元（全体事業費・受益面積等） 事業 経過 工　事 対応

全体事業費 受益面積 その他 採択 年数 進捗率 事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 方針

百万円 ｈａ （％）

1 かんがい排水事業 上板
かみいた

上板町 1,578 278.0

排水路

1,060m H. 6 10 ② 20

本地区の排水状況は、現在高志川の周辺低平地で洪水の度に湛水被害を生じ、農作物に多大

な影響を与えている。その要因は、老朽化した六条暗渠の通水能力不足であり、本事業によ

り排水条件を改良し、生産性の高い農業経営の実現を図る。
継続

2 かんがい排水事業 曽江谷
そえだに

脇町 6,877 290.0

ダム工　１ヶ所

管水路　13,800m S.55 23 ⑤ 91

本地区は、曽江谷川沿岸の中山間地域にあり古くから畑作が行われてきたが農業用水に恵ま

れず、収益性の高い畑作物の栽培が困難であった。そこで、ダムにより農業用水を確保し、

畑かん施設を整備することにより収益性の高い農作物を導入し、農業経営の安定が図られつ

つある。

継続

3 畑地帯総合整備事業 里浦
さとうら

鳴門市 4,494 300.0

畑かん　300ha

排水路　3,305m

排水機場　２ヶ所

農道等 H. 1 15 ⑤ 67

本地区には水源が無く天水のみにより農業が行われているため、干ばつ時には減産を余儀な

くされている。そこで国営事業に水源を求め、農業用水の確保と畑地の施設整備を行うこと

により産地としての地位強化を図る。
継続

4

経営体育成基盤整備事業

(ほ場整備事業) 富岡
とみおか

東部
とうぶ

阿南市 3,497 115.0 区画整理115.0ha H. 6 10 ② 94

ほ場整備を実施することにより営農の効率化が図られるとともに、洋にんじん等の野菜作導

入により、生産性の高い農業への転換が図られている。また、農業生産組織を中心とした担

い手への農地集積が進んでおり、効率的かつ安定的な農業経営が確立されつつある。
継続

5

経営体育成基盤整備事業

(ほ場整備事業) 立江
たつえ

櫛渕
くしぶち

小松島市 6,352 234.0 区画整理234.0ha H. 6 10 ② 87

ほ場整備を実施することにより営農の効率化が図られるとともに、排水不良が解消され、そ

れに伴いﾌﾞﾛｯｺﾘ-等の野菜作の導入が可能となっている。また、併せて担い手への農地集積

も進んでおり、効率的かつ安定的な農業経営が確立されつつある。
継続

6

経営体育成基盤整備事業

(ほ場整備事業)

海部
かいふ

川
がわ

左
さ

岸
がん

海南町 1,679 58.0 区画整理58.0ha S.61 18 ⑤ 97

中山間地域に点在する農地を整備することにより営農の効率化を図るとともに、高齢化、過

疎化が進展している地域において、農業の担い手を育成、確保することにより地域農業の活

性化を図る。
継続

7

経営体育成基盤整備事業

(ほ場整備事業) 海部
かいふ

海部町 2,570 104.0 区画整理104.0ha S.62 17 ⑤ 97

中山間地域に点在する農地を整備することにより営農の効率化を図るとともに、高齢化、過

疎化が進展している地域において、農業の担い手を育成、確保することにより地域農業の活

性化を図る。
継続

8

経営体育成基盤整備事業

(ほ場整備事業) 見能林
みのばやし

阿南市 8,600 343.0 区画整理343.0ha S.63 16 ⑤ 99

ほ場整備を実施することにより営農の効率化が図られるとともに、洋にんじん等の野菜作導

入により、生産性の高い農業への転換が図られている。また、農業生産組織を中心とした担

い手への農地集積が進んでおり、効率的かつ安定的な農業経営が確立されつつある。
継続

8-1

経営体育成基盤整備事業

(ほ場整備事業) 板東
ばんどう

鳴門市 507 35.0 区画整理35.0ha H. 8 8 ④ 7

平成８年度に事業採択後、ほ場整備の実施に向けて県、市、土地改良区で鋭意地元調整を

図ってきたが、換地計画策定の難航等により事業への合意形成が得られず、工事の実施に

至っていない。
中止

9

ため池等整備事業

（河川応急） 今山
いまやま

勝浦町 330 57

取水堰工    １式

取水樋門工　１式

護　床　工　１式

護　岸　工　１式 Ｈ６ １０ ② 96

　勝浦町においては近年、世帯数、人口及び耕作面積とも減少傾向にあるが、中山間地域の

持つ国土保全機能等の社会的な価値や役割は重要であり、条件不利地への取り組みを積極的

に行わなければならない。このため、本事業の実施により農業用河川工作物の損傷に起因す

る被害を未然に防止し、農業経営の安定を図るものであり、受益農家並びに勝浦町も早期完

成を強く要望している。

平成１６年度完了予定

継続

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所

②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所

③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所

④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所

⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

区分番号 事　業　名 地区名等 箇所名



再評価実施事業一覧表（農業農村整備事業・県事業）

基本諸元（全体事業費・受益面積等） 事業 経過 工　事 対応

全体事業費 受益面積 その他 採択 年数 進捗率 事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 方針

百万円 ｈａ （％）

10 地すべり対策事業 寺野３期
てらの３き

山城町 337 66

排水路工　  1,000m

承水路工　    870m

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 2,870m

土留工　     7ヶ所 Ｈ５ １１ ② 98

　本地区は三好郡山城町中北部に位置する中山間地帯であり、世帯数、人口及び耕地面積と

も減少傾向にある。このため、土止工を中心とした地すべり対策により被害を未然に防止

し、農業経営の安定を図ることが重要である。受益農家並びに山城町も早期完成を強く要望

している。

平成１７年度完了予定

継続

11 地すべり対策事業 猪の頭
いのかしら

神山町 232 36.7

排水路工　　 860m

承水路工 　 　93m

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ  182m

ｱﾝｶｰ工      5箇所 Ｈ６ １０ ② 94

　本地区は名西郡神山町東部に位置する中山間地帯であり、人口はもちろん耕地面積なども

減少傾向にある。このため、アンカー工を中心とした地すべり対策により被害を未然に防止

し、農業経営の安定を図ることが重要である。受益農家並びに神山町も早期完成を強く要望

している。

平成１６年度完了予定

継続

12 地すべり対策事業 北倉目
きたくらめ

神山町 217 17.5

排水路工　　  765m

承水路工　　  101m

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ   525m

ｱﾝｶｰ工　     2箇所 Ｈ６ １０ ② 86

　本地区は名西郡神山町中北部に位置する中山間地帯であり、世帯数、人口及び耕地面積と

も減少傾向にある。このため、排水対策を中心とした地すべり防止工事の実施により被害を

未然に防止し、農業経営の安定を図ることが重要である。受益農家並びに神山町も早期完成

を強く要望している。

平成１６年度完了予定

継続

13 地すべり対策事業 青木
あおき

山川町 138 17.2

排水路工　    813m

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ   385m

土留工　     1ヶ所 Ｈ６ １０ ② 99

　本地区は麻植郡山川町中部に位置する中山間地帯端部の地すべり地域であり、その影響が

平野部にまで拡大する懸念がある。このため、排水路を中心とした地すべり対策により被害

を未然に防止し、農業経営の安定を図ることが重要である。受益農家並びに山川町も早期完

成を強く要望している。

平成１６年度完了予定

継続

14 地すべり対策事業 宗田
むねだ

美郷村 259 66.3

排水路工    　888m

杭打工　    １ヶ所

土留工　     1ヶ所 Ｈ６ １０ ② 61

　本地区は麻植郡美郷村中部に位置する中山間地帯であり、世帯数、人口及び耕地面積とも

減少傾向にある。このため、杭打工などの地すべり抑止工を中心とした対策で被害を未然に

防止し、農業経営の安定を図ることが重要である。受益農家並びに美郷村も早期完成を強く

要望している。

平成１７年度完了予定

継続

15 地すべり対策事業 松舟
まつふね

井川町 173 19.8

排水路工　  1,730m

承水路工　    440m

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 1,000m

土留工　     4ヶ所 Ｈ６ １０ ② 82

　本地区は三好郡井川町南部に位置する中山間地帯であり、世帯数はもちろん耕地面積など

も減少傾向にある。このため、排水改良並びに抑止工の実施により地すべりに起因する被害

を未然に防止し、農業経営の安定を図ることが重要である。受益農家並びに井川町も早期完

成を強く要望している。

平成１８年度完了予定

継続

16 地すべり対策事業 井ノ久保
いのくぼ

池田町 439 108

排水路工  　3,510m

承水路工    　690m

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ　 290m

堰堤工　     3ヶ所

土止工      10ヶ所 Ｓ５９ ２０ ⑤ 85

　本地区は三好郡池田町西部に位置する中山間地帯であり、人口、世帯数だけでなく耕地面

積なども減少傾向にある。このため、排水対策を中心に抑止工も合わせた地すべり防止工事

により被害を未然に防止し、農業経営の安定を図ることが重要である。受益農家並びに池田

町も早期完成を強く要望している。

平成１６年度完了予定

継続

17 地すべり対策事業 南谷
みなみだに

池田町 400 68.4

排水路工  　2,740m

承水路工    　955m

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ   810m

床固工    　 1ヶ所

土留工　     2ヶ所 Ｓ６１ １８ ⑤ 97

　本地区は三好郡池田町南部に位置する中山間地帯であり、世帯数、人口及び耕地面積とも

減少傾向にある。このため、排水対策を中心とした地すべり防止工事により被害を未然に防

止し、農業経営の安定を図ることが重要である。受益農家並びに池田町も早期完成を強く要

望している。

平成１６年度完了予定

継続

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所

②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所

③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所

④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所

⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

区分番号 事　業　名 地区名等 箇所名



再評価実施事業一覧表（農業農村整備事業・県事業）

基本諸元（全体事業費・受益面積等） 事業 経過 工　事 対応

全体事業費 受益面積 その他 採択 年数 進捗率 事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 方針

百万円 ｈａ （％）

18 地すべり対策事業 頼広左岸
よりひろさがん

山城町 347 31.1

排水路工　　2,145m

承水路工　　1,095m

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 　950m

土留工 　　　4箇所

集水井工　  １箇所

雑工事　　　　１式 Ｓ６２ １７ ⑤ 79

　本地区は三好郡山城町北部に位置する中山間地帯であり、人口はもちろん耕地面積なども

減少傾向にある。このため、排水改良並びに抑止工の実施により地すべりに起因する被害を

未然に防止し、農業経営の安定を図ることが重要である。農家並びに山城町も早期完成を強

く要望している。

平成１８年度完了予定

継続

19 地盤沈下対策事業 松茂
まつしげ

松茂町 700 80.0

揚水機場　 　2箇所

管水路工　  1,773m

用水路工　  　67ha Ｈ６ １０ ② 57

　本地区は近年における高速道路網の進展に伴い、京阪神方面への生鮮食糧基地としての期

待がますます高揚している。このため、地盤沈下に伴う農業用水の通水障害を解消し、土地

利用の高度化と生産性の高い農業経営の展開を図ることが重要であり、受益農家や松茂町も

本事業の早期完了を強く要望している。

平成１８年度完了予定

継続

20 海岸環境整備事業 那賀川左岸
なかがわさがん

那賀川町 630

遊歩道　    2,640m

進入路　    2,640m

護岸工　　     70m

突堤工　　     90m

施設整備工　　１式 Ｈ６ １０ ② 52

　海浜部の特性を生かした健康作りや心身のリフレッシュ空間として、また来訪者と地域住

民との交流拠点としての海岸環境整備が待たれている。このため、本事業の実施により誰も

が親しめる総合的な地域の憩いの場作りが重要であり、関係住民や那賀川町も本事業の早期

完了を強く要望している。

平成１８年度完了予定

継続

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所

②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所

③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所

④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所

⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

番号 事　業　名 地区名等 箇所名 区分



再評価実施事業一覧表（森林整備事業・県事業）

全体事業費利用区域面積 延　長
百万円 ｈａ ｍ

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所
⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

番号 事業名 路線名 町村名

基本緒元　（全体事業・利用区域
面積・延長等）

工事
進捗
率
(%)

事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 対応
方針

事業
採択
経過
年数 区分

21

峰越連絡林
道事業
(森林基幹
道)
湯桶
ゆとう
平井
ひらい
線
せん 木頭村

海南町 2,654 1,898 10,419 H5 10 ⑤ 27

森林の適正管理を行う上で林道の担う役割は非常に大きい。この林
道は、木頭村と海南町を連絡する唯一の路線であるため、施業や災
害時に国道１９３号線の緊急の迂回路としても利用できるため、地
元からの要望は非常に強い。　　　　　　　　　　　　平成20年度
完了予定

継続

22
林道開設事
業　(森林基
幹道)

小祖谷
お い や
三加茂
み か も
線
せん 三加茂町
西祖谷山村 5,700 2,004 25,460 S47 31 ⑤ 68

森林の適正管理や労働環境の改善について林道の担う役割は非常に
大きい。この林道は、三加茂町と西祖谷山村小祖谷地区を連絡し、
森林の適正な管理のみでなく、生活環境の改善、災害等の緊急時の
迂回路としても利用でき、この地域の骨格的林道として、地元から
の要望は非常に強い。　                              平成23年
度完了予定

継続

23 〃 木屋平
こやだいら
木沢
  きさわ
線
 せん 木屋平村
木沢村 4,821 1,431 22,400 S48 30 ⑤ 85

林業就労者の高齢化・労働不足等により手入れが実施されていない
森林が多く見られ、森林の公益的機能の低下が叫ばれている。こう
した状況下で、広大な森林の適正な施業や管理、効率的な林業経営
を進めていく上で、また、生活環境の改善、緊急時の迂回路として
路網整備が急がれ、地元からの要望も非常に強い。　　  平成24年
度完了予定

継続

24 〃 小川
おがわ
平
 たいら
線
      せん 山城町 5,880 2,392 34,286 S54 24 ⑤ 94

広大な森林の施業を実施するため高性能林業機械の導入、林業就労
者の通勤時間の短縮等の改善を図るため、路網整備が急がれている
地域である。小川地区、平野地区、尾又地区、粟山地区を連絡する
など生活基盤の改善をはかり、また、緊急時の迂回路としも重要な
路線で、地元からの早期開設要望が非常に強い。      　平成20年
度完了予定

継続

25 〃 赤
あか
帽子
   ぼうし
線
    せん 一宇村 1,750 1,231 11,560 S61

継続

17 ⑤ 40

森林の適正管理や労働環境の改善について林道の担う役割は非常に
大きい。この林道は、一宇村実平地区と一宇村桑平地区を連絡する
路線であり、森林の適正な管理のみだけでなく災害等の緊急時の迂
回路となるなど、この地域の骨格的な役割を果たし、地元からの要
望は非常に強い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年
度完了予定
この林道は、山城町と西祖谷山村を連絡する路線であり、広大な森
林の適正な施業のみでなく、労働環境、生活環境の改善、緊急時に
は国道３２号線の迂回路としても利用できるため、地元からの要望
は非常に強い。　　 　　　　　 　　　　　　　　　　平成27年度
完了予定

継続

17 ⑤ 4126 〃 川崎
かわさき 
国見
   くにみ
山
    やま
線
      せん
池田町
山城町
西祖谷山村

5,223 2,623 20,840 S61



再評価実施事業一覧表（森林整備事業・県事業）

全体事業費利用区域面積 延　長
百万円 ｈａ ｍ

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所
⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

工事
進捗
率
(%)

事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 対応
方針番号 事業名 路線名 町村名

基本緒元　（全体事業・利用区域
面積・延長等） 事業

採択
経過
年数 区分

27
林道開設事
業　(森林基
幹道)

岩倉
いわくら
蝉
   せみ
谷
     たに
線
      せん 木沢村

木頭村 3,550 1,808 19,340 S62 16 ⑤ 63

森林の適正な管理、労働環境や生活環境の改善を行う上で林道の担
う役割は大きい。この林道は、木沢村と木頭村を最短距離で連絡す
る路線であり、災害等の緊急時には迂回路としても利用できるた
め、地元からの要望は非常に強い。
平成18年度完了予定

継続

28 〃 長安
ながやす
海
    かい
川
      かわ
線
        せん 上那賀町 3,993 2,097 30,404 S62 16 ⑤ 62

森林の適正な管理、労働環境や生活環境の改善を行う上で林道の担
う役割は大きい。この林道は、上那賀町大戸地区と上那賀町海川地
区を連絡する路線であり、災害等の緊急時には国道１９３号・１９
５号線の迂回路としても利用できるため、地元からの要望は非常に
強い。　　　平成25年度完了予定

継続

29 〃 生実
いくみ
八重地
や え じ
線
せん 上勝町 3,500 1,288 17,700 S62 16 ⑤ 45

森林の適正な保全・管理を行う上で林道の担う役割は非常に大き
い。肥沃な一大林業地帯を形成しているこの地域の、上勝町生実地
区と八重地地区を連絡する骨格的な林道で適正な森林整備のみでな
く、生活道として、八重地地区の緊急時の迂回路としても利用で
き、地元からの要望は非常に強い。　　　平成28年度完了予定

継続

30 〃 日和
ひ わ
茶
ちゃ
坂瀬
 さかせ
線
 せん 西祖谷山村
東祖谷山村 3,578 3,269 32,700 H2 13 ⑤ 42

広大な地域の森林整備を効率的に実施するための骨格的役割を果た
す林道で、西祖谷山村坂瀬地区と東祖谷山村落合地区を連絡し、労
働環境の改善、生活環境の改善、災害等の迂回路としても利用でき
るため、地元からの要望は非常に強い。
平成24年度完了予定

継続

31 〃 下司
げ し
林
はやし
谷
      だに
線
        せん 上那賀町

この林道は、上那賀町下司地区と上那賀町下用地地区を連絡する路
線であり、効率的な森林施業を推進するとともに、生活環境の改
善、災害等の国道１９５号線の迂回路としても利用できるため、地
元からの要望は非常に強い。平成20年度完了予定

2,606 702 13,795 H3 12 ⑤ 24

⑤ 55

継続

32 〃 大川原旭丸線
おおがわらあさひまるせん

上勝町
神山町
佐那河内村

2,800 1,177 16,240 H3 12

森林の適正な管理、労働環境や生活環境の改善を行う上で林道の担
う役割は大きい。この林道は、３町村にまたがる路線であり、各林
道支線と連絡することにより、山林への通勤時間短縮・木材搬出コ
スト低減等により、地元からの要望は非常に強い。
平成17年度完了予定

継続



再評価実施事業一覧表（森林整備事業・県事業）

全体事業費利用区域面積 延　長
百万円 ｈａ ｍ

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所
⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

工事
進捗
率
(%)

事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 対応
方針番号 事業名 路線名 町村名

基本緒元　（全体事業・利用区域
面積・延長等） 事業

採択
経過
年数 区分

33
林道開設事
業　(森林基
幹道)

梶山
かじやま
内田
   うちだ
線
   せん 穴吹町 3,473 1,867 22,412 H4 11 ⑤ 48

林業を取り巻く環境も林業就労者の高齢化・労働不足等が重なり、
手入れ不足の森林が多く見られ、森林の公益的機能の低下が叫ばれ
ている。こうした状況下で、高性能林業機械の導入、林業就労者の
通勤時間の短縮等の改善を図るため、路網整備が急がれている。地
元からの要望も非常に強い。  平成20年度完了予定

継続

34 〃 石
いし
吹越
ふっこし
線
　せん 宍喰町 3,890 3,299 34,708 H4 11 ⑤ 45

この林道は、この地域の骨格的林道として広大な森林の整備のみで
なく、災害の多発する県道久尾宍喰浦線の迂回路及び久尾地区の緊
急避難路となることから、地元からの要望は非常に強い。
平成19年度完了予定

継続

35 〃 谷山
たにやま
霧
　きり
越
　ご
線
　せん
上那賀町
海南町
日和佐町

2,300 1,282 12,800 H4 11 ⑤ 66

森林の適正な管理、労働環境や生活環境の改善を行う上で林道の担
う役割は大きい。この林道は、３町の町境を中心とし国道１９３号
線と県道日和佐・上那賀線を連絡する路線であるため、地元からの
要望は非常に強い。　　　平成20年度完了予定

継続

36 〃 辺川
へがわ
内山
うちやま
線
　せん 相生町 2,197 732 10,495 H4 11 ⑤ 87

森林の適正な管理、労働環境や生活環境の改善を行う上で林道の担
う役割は大きい。この林道は、相生町平野地区と相生町内山地区を
連絡する路線であり、災害等の緊急時には県道竹ヶ谷鷲敷線の迂回
路としても利用できるため、地元からの要望は非常に強い。
平成17年度完了予定

継続

⑤ 3537 〃 横石
よこいし
谷山
たにやま
線
　せん 相生町
上那賀町 1,163 18,100 H5 10 継続

38 〃 田野内
たのうち
杖立
つえたて
線
　　せん 穴吹町
木屋平村 3,462 1,339 19,850

森林の適正な管理、労働環境や生活環境の改善を行う上で林道の担
う役割は大きい。この林道は、国道１９３号線と県道日和佐・上那
賀線を連絡する路線であるため、地元からの要望は非常に強い。
平成25年度完了予定

3,240

H5 10

森林の適正な管理、労働環境や生活環境の改善を行う上で林道の担
う役割は大きい。この林道は、生活環境の改善、樫原地区の緊急時
の迂回路となることから、地元からの要望は非常に強い。
平成18年度完了予定

⑤ 33 継続



再評価実施事業一覧表（森林整備事業・県事業）

全体事業費利用区域面積 延　長
百万円 ｈａ ｍ

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所
⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

工事
進捗
率
(%)

事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 対応
方針番号 事業名 路線名 町村名

基本緒元　（全体事業・利用区域
面積・延長等） 事業

採択
経過
年数 区分

39
林道開設事
業　(森林基
幹道)

星
ほし
越
ご
神戸
こうべ
丸
まる
線
　せん 上那賀町
木頭村 2,787 755 16,200 H5 10 ⑤ 34

林業を取り巻く環境も林業就労者の高齢化・労働不足等が重なり、
手入れ不足の森林が多く見られ、森林の公益的機能の低下が叫ばれ
ている。この林道は、上那賀町と木頭村の町境を中心とした連絡道
であり、道路網の幹線となることから、地元からの要望は非常に強
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年度完了予定

継続

40 〃 下
しも
名
みょう
粟山
　　あわやま
線
　 　　せん 山城町 4,124 1,593 21,300 H5 10 ⑤ 72

林業を取り巻く環境も林業就労者の高齢化・労働不足等が重なり、
手入れ不足の森林が多く見られ、森林の公益的機能の低下が叫ばれ
ている。こうした状況下で、高性能林業機械の導入、林業就労者の
通勤時間の短縮等の改善を図るため、路網整備が急がれている。地
元からの要望も非常に強い。平成21年度完了予定

継続

　



再評価実施事業一覧表（治山事業・県事業）

全体事業費利用区域面積 その他
百万円 ｈａ

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所
⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

番号 事業名 地区名等 町村名

基本緒元　（全体事業・利用区域
面積・延長等）

41 復旧治山事業 久井
ひさい
谷
だに
８号
ごう
地
ち 木頭村

工事
進捗
率
(%)

事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 対応
方針

事業
採択
経過
年数 区分

3,200 202.50 S55 23 ⑤ 90

　昭和５１年台風１７号により発生した久井谷川最上流部の大規模崩
壊地及び荒廃渓流の復旧・整備工事であり、下流域には人家、国道、
村道、農地、ダム、学校、橋梁等の保全対象がある。平成１９年度に
完了予定。

継続

42 地すべり防止事業 南　上　角
みなみうえつの 神山町 2,100 S55 23113.25 ⑤ 66

　平成１２年に新たな地すべり現象が発生したことから、地すべり防
止区域の追加指定を行ったことに伴う事業量の増。ﾌﾞﾛｯｸ下流には、人
家、弱者関連施設(老人ﾎｰﾑ等)、道の駅・温泉施設等の公共施設、国
道、農地等多くの保全対象があることから、保全対策上重要な地域で
ある。平成２５年度に完了予定。

継続

43 地すべり防止事業 白石
しらいし 半田町

154.37

827 H１21.00

79

14 ⑤ 71

15

継続

44 地すべり防止事業 漆
うるし
日
び
浦
うら 一宇村 2,754 S50 28 ⑤

継続

継続

45 地すべり防止事業 久
ひさ
薮
やぶ 一宇村 1,274 117.80 S63

46 地すべり防止事業 樫原
かしはら 木屋平村 861 322.60 S51

  平成１４年に新たな地すべりブロックが発生したことによる事業量
の増(アンカー工、杭打工、排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工)。工事区域内には人家、農
道、農地等の保全対象がある。平成１８年度に完了予定。

  平成１３年に新たな地すべりブロックが発生したことによる事業量
の増(床固工、水路工、集水井工、排水ボーリング工)。 　工事区域面
積が広く、地区内には人家、村道、農地等の保全対象がある。 平成２
１年度に完了予定。

継続27 ⑤ 60
 　平成１１年、１３年に新たな地すべりブロックが発生したことによ
る事業量の増(集水井工、排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ、杭打工)。工事区域内には人
家、農地等の保全対象がある。平成１９年度に完了予定。

⑤ 36

　平成１１年、１４年に新たな地すべりブロックが発生したことによ
る事業量の増(集水井工、排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工、杭打工)。工事区域内には人
家、農地等、下流域には国道、村道等の保全対象がある。平成２５年
度に完了予定。



再評価実施事業一覧表（治山事業・県事業）

全体事業費利用区域面積 その他
百万円 ｈａ

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所
⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

継続14 ⑤ 76
　平成７年に新たな地すべりブロックが発生したことによる事業量の
増（水路工、排水ボーリング）。工事区域内には人家、農地、村道等
の保全対象がある。平成２０年度に完了予定。

885 101.25 H147 地すべり防止事業 奥
おく
ノ井
い 東祖谷山村

工事
進捗
率
(%)

事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 対応
方針番号 事業名 地区名等 町村名

基本緒元　（全体事業・利用区域
面積・延長等） 事業

採択
経過
年数 区分



再評価実施事業一覧表（水産事業・県事業）

全体事業費
　　百万円

工種・数量

48
海岸保全施設整備
事業
（高潮対策）

椿泊漁港海岸
つばきどまりぎょこうかいがん

阿南市椿泊町 5,100
護岸
L=1,314m

S61 17 ⑤ 35

　当地区は、阿南市東部の椿泊半島北側の椿泊町に位置して
おり、急峻な山が海に迫る狭隘な土地に人家が密集してい
る。当地区は、津波の影響を受けやすいV字型湾にあり、昭
和南海道地震津波（昭和21年）から50年以上が経過している
こと、また、近年各地で津波による被害が伝えられているこ
とから、地元住民からは、以前にも増して事業の早期完成を
強く求められているところである。
　当海岸の護岸は、老朽化が著しく、非常に不安定な状況と
なっている。このため、災害に対する安全性の確保等、民政
の安定化を図る観点から、緊急性及び重要性の高い箇所から
順次事業を実施しており、部分的に防護効果を上げていると
ころである。

継続

評価対象事項の区分
　①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業地区
　②事業採択後一定期間（１０年間：林野５年間）を経過した時点で継続中の事業地区
　③事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業地区
　④その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業地区
　⑤再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業地区

基本諸元（全体事業費・工種等） 事業
採択
経過
年数

番号 事業名 漁港名等 箇所名 区分 事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等
対応
方針

工　事
進捗率
（％）


